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(1) 

qcbaw ]);,([ のとき qbaqp  )(  bap   

baab ≦≦≦0 より、 0b しかあり得ないので pa   

acb ≦≦ より pc≦≦0  このような c の個数は 1p 個であるから 1 p 個 ……(答) 

pcbaw ]);,([ のとき pbaqp  )(  baq   

abba ≦≦≦ 0 より、 0a しかあり得ないので qb   

acb ≦≦ より 0≦≦cq  このような c の個数は 1q 個であるから 1q 個 ……(答) 

 

(2) 

qp  かつ spcbaw ]);,([ のとき spba  )(  spba   ──① 

pabp ≦≦≦≦ 0 かつ①を満たす ),( ba の組を考える。 

 

0≦≦ spp   psp 2≦≦ のとき 

),2(,),1,1(),,0(),( pspspspba    

)20(, spkkspbka  ≦≦ と置けて、 

各 k について存在し得る c の個数は 121  spkba  

求める個数は )12)(1()12)(1()12)(2()12(
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psp ≦≦ 0  ps≦≦0 のとき 

),(,),1,1(),0,(),( spspspba    

)0(, skkbkspa ≦≦ と置けて、 

各 k について存在し得る c の個数は 121  spkba  

求める個数は )1)(1()1)(1()1()12(
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spppsp  ,  sps  2,0 のとき ),( ba の組は存在しない。 

 

以上により、求める ),( pp パターンの個数は 

sps  2,0 のとき 0 個、 ps≦≦0 のとき )1)(1(  sp 個、 psp 2≦≦ のとき )12)(1(  spp 個 ……(答) 

 

(3) 

(2)の結果について、 ps 20 ≦≦ における和をとると、 ),( pp パターンの総数は 
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 3)1(  p  ……(答) 
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